
 

 提案番号１ 令和６年市長と語る！ふれあいミーティング

 
会　　場 吾野地区行政センター

 　日　　時 令和６年４月２２日（月）午後７時～

  

 

提 

 

案 

 

内 

 

容 

 

　私は、飯能市で３人の子を育てている。飯能市は子育てがしやすいとすごく

感じ、今まで子育てをしてきた。どんぐりルームがあったり、こども図書館が

あったり、高校生まで医療費が無償化だったり、子どもインフルエンザワクチ

ン接種が無料であったり、子育てに手厚いと感じ、有難く感じる。 

　旧吾野小学校に子どもが在校している間に、統合になって閉校になってしま

った。 

とても、学校が好きで通っていて、校舎の木の雰囲気がすごく好きでいたの

だが、閉校になってしまった。 

先日、地域の方々と桧原村にある「森の美術館」を見に行った。その美術館

は廃校をリフォームし、木の雰囲気溢れる施設であった。旧吾野小学校によく

似ていた。木のある雰囲気の良い小学校があのまま何も使われずに、ただその

ままでは傷んできてしまうと思うので、今後の利活用についてお聞きしたい。 

 

  

 

 

回 

 

答 

 

 

 

 

確かに日が経つにつれ、建物は傷んできます。それを防ぐには早いうちに活

用しなくてはということでございます。今まで、市としては避難所として最優

先で利用できるように改修してきました。 

ただ、今お話がありました美術館や木のテーマパークみたいなものに使えな

いかというお話がありましたが、私ども行政の方で、ある程度リードいたしま

すが、地域の方、吾野地域の方がどのように使っていきたいのか、その辺を、

まず避難所は最優先だと思いますが、その他にどのようなものに使っていきた

いのか、その辺につきましては、是非、協議を進めていきたいと思っておりま

す。 

 

 

 企画課の対応状況欄

 令和６年７月１日現在
 【企画課】 

　　ご提案をいただきました檜原村の森のおもちゃ美術館につきまして、視察を　

いたしました。村がおもちゃ美術館として新たに整備し、公の施設として運営し

ています。運営方法は、本施設を管理するための NPO 法人を立ち上げ、指定管

理制度により運営していています。規模的には、おもちゃ美術館は施設の一部の

みを使用することとなる一方で、グラウンド全体は、駐車場として使用すること

が予想されます。 

避難所としての利用や地域の行事等の開放を前提で考えていますのでその場

合は調整が必要になると考えております。 

様々なご提案もいただいているところでございますので、まずは、地元の皆様、

自治会長様と活用に関しての地元でのご意見や進め方などにつきまして、打合せ

をさせていただきます。 



 

 令和６年１２月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校の校庭等について地区の体育祭などで使用すると同時に、民間事

業者等からの跡地利用に関するご提案を受け、必要に応じて学校施設の視察など

の受け入れを行いました。 

また、自治会連合会吾野支部、吾野地区行政センターとも連携し、旧吾野小学

校の活用方法によって影響が生じ得る学校が立地する周辺の自治会の自治会長

及び関係団体との協議や情報交換を進めました。かねてより、地域の皆様の意見

をお聞きするため準備を進めてまいりましたアンケートにつきましては、市、自

治会連合会吾野支部及び吾野地区まちづくり推進委員会の三者で連携し、吾野地

区にお住まいの皆様を対象に行うこととし、12 月 1 日号の「広報はんのう」に

併せて全戸配布をし、アンケートの回答（令和７年１月１０日締切）をお願いし

たところです。 

後日、アンケートの結果をまとめ、今後の旧吾野小学校の利活用に関する検討、

事務などの参考といたします。 

 令和 8 年１月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校について、民間事業者からお問い合わせをいただくなど対応して

おりますが、具体化しているものはない状況です。引き続き旧吾野小学校の利活

用に向けて進めてまいります。 



 提案番号２ 令和６年市長と語る！ふれあいミーティング

 
会　　場 吾野地区行政センター

 　日　　時 令和６年４月２２日（月）午後７時～

  

 

 

 

提 

 

案 

 

内 

 

容 

 

　地域福祉推進組織「たすけあい吾野」は会員数が約１,７００名という吾野で

一番大きな組織になっている。第１次はんのうふくしの森プランに沿って立ち

上がった組織で、最初は高齢者福祉を主にやっており、居場所、茶の間、見守

り、ふれあい食事会、自治会と合同で敬老会も開催していた。そして地域の移

動交通として移動部会を立ち上げ、現在「らくだ号」を運行開始している。 

今年の４月から第４次はんのうふくしの森プランが始まり、新しいスローガ

ンとして「子どもを育てる地域づくり」として、子供たちが１０年後、２０年

後もこの地域に住んでいて良かったと言えるようにしていきたいと考えてい

る。 

昨年のふれあいミーティングで旧吾野小学校の再活用の協議を始めると言

っていたが、この１年間どのような動きがあったのか伺いたい。また、旧東吾

野小学校のように一棟貸しできるといいのだが、莫大な経費がかかるため難し

いと思う。そこで、部分貸しができるのか。一部を企業に、一部を地域に、例

えば、陶芸等の芸術家に貸して教室を開けるようにする。また、子どもたちの

遊び場づくり等ができるといいと考えている。　 

再活用までに年月がかかると修繕費も高額になってしまう。早期に検討を願

う。 

  

 

回 

 

答 

 

 

　ご意見は承りました。決して、この間手をこまねいていた訳ではなく、真剣

に取り組んでいる訳ですので、その辺につきましては、ご理解いただきたいと

思います。 

　ただ、去年と比較してどこがどのように進んだのかと言われましても、具体

的な進展が見えていないのが実状でございます。 

最初に申し上げましたとおり、この地域の方々がどういう使い方をしたいの

か、その辺をしっかりと意志を確認させていただき、市でも積極的に跡地活用

に関しましては、取り組んでまいりますのでよろしくお願いします。

 企画課の対応状況欄

 令和６年７月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校の利活用につきましては、地域の活性化に繋がる利活用ができる

こと、そして施設全体を活用いただくことで考えてまいりました。 

一方で、部分貸しについての声もあることもお聞きしております。 

現在、地区の皆様のお声から、市では、今後の利活用を考える中では、非常時

には避難所として、また平常時には校庭の開放を前提とした利活用ができるよう

にすることを前提として考えていく必要があると考えており、避難所として利用

ができるよう、浄化槽の修繕やトイレの洋式化などを実施したほか、校庭等につ

きましては、地区の体育祭や文化祭などでご使用いただいております。 
　　複数の民間事業者等からの跡地利用に関するご提案もいただき、学校施設の視

察などを受け入れている状況でございます。 
　　利活用につきましては、地域の皆様が望む利活用ができるよう、まずは、活用

方法によって影響が一番大きい、学校が立地する三社上、下自治会の皆様のお声



 

 　をお聞きするため、自治会長様との協議から検討を進めております。 

 令和６年１２月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校の校庭等について地区の体育祭などで使用すると同時に、民間事

業者等からの跡地利用に関するご提案を受け、必要に応じて学校施設の視察など

の受け入れを行いました。 

また、自治会連合会吾野支部、吾野地区行政センターとも連携し、旧吾野小学

校の活用方法によって影響が生じ得る学校が立地する周辺の自治会の自治会長

及び関係団体との協議や情報交換を進めました。かねてより、地域の皆様の意見

をお聞きするため準備を進めてまいりましたアンケートにつきましては、市、自

治会連合会吾野支部及び吾野地区まちづくり推進委員会の三者で連携し、吾野地

区にお住まいの皆様を対象に行うこととし、12 月 1 日号の「広報はんのう」に

併せて全戸配布をし、アンケートの回答（令和７年１月１０日締切）をお願いし

たところです。 

後日、アンケートの結果をまとめ、今後の旧吾野小学校の利活用に関する検討、

事務などの参考といたします。 

 令和 8 年１月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校について、民間事業者からお問い合わせをいただくなど対応して

おりますが、具体化しているものはない状況です。引き続き旧吾野小学校の利活

用に向けて進めてまいります。 



 提案番号３ 令和６年市長と語る！ふれあいミーティング

 
会　　場 吾野地区行政センター

 　日　　時 令和６年４月２２日（月）午後７時～
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　自治会長になって 1 年、１０年後に吾野地域はどうなるのかということを

強く感じている。世帯数は減っていく。高齢者の比率は高い。飯能市全体の中

では吾野地区は１０年間で人口が減ったのは２３.３６％。１０年前２,３６３

人だったのが、令和４年には１,８１１人になっている。市内では、一番減って

いる。高齢者については、飯能市全体で平均年齢４８.９歳、吾野地区６０.３

歳、一番高いのは名栗の６１.１歳、平均年齢が６０歳を超えている。高齢者人

口が６割位になっているかと思う。そのくらいが人口の中心を占めており、こ

の１０年間で人口が激減している。このまま手をこまねいていては、本当に住

みやすいところが維持できるのか疑問を感じている。 

また、飯能市の色々な施設について考えてみると、吾野地区にあるのは、行

政センターだけ。他の地域には、スポーツ広場や市立の診療所、福祉センター

などかある。急激な人口減が施設がないからと言うつもりはないが、そういっ

た状況の地域に対して、飯能市の施設が非常に手薄ではないのか。 

私なりに旧吾野小学校の利活用として必要なのは、避難所の機能はやはり維

持しなくてはならない。これほど大きくて頑丈な施設はこの地域にはない。そ

れは維持できるようにしていただきたい。それを前提に考えた場合、やはり市

が中心になって、民間と協働した複合施設として使用していくことを考えてい

く必要があると思う。地域の声を聞くのは当然だが、飯能市の施設なので、飯

能市が責任を負って、民間の力を取り入れながら運営していくことが必要では

ないかと思う。　 

その他に高齢化率が非常に高い、子育てをするには地域が非常に広く、なか

なか子どもが集まれるところがない。社会福祉関連の拠点としていく。 

　飯能市の面積の７５％は森林。有効に活用しているかと言うとそうではない

と思う。私も山林所有者だが、境界がよく分からない。市もまだ境界を整備し

てくれていない状況がある。親の世代が山林経営していて、私たちの世代でそ

れを続けているのは極少数だと思う。山林経営では、生活ができないような状

況がこの５０年間くらいあるので仕事に就いている。この世代がいなくなっ

て、孫の世代になったらもうどうしようもない。本当に森林のことを考えてい

くのであれば、この１０年くらいが何とかなるかどうかの境目だと思う。他の

経済とはペースが違う。他の経済と同じようなスパンでみていたら、絶対にう

まくいかない。森林所有者が相当な年齢。ここに住んでいる人は６５歳以上が

６０％。だから、市としては森林環境税など新しい税金が入り、これから森林

をテコ入れしなければならないと思うので、例えば、大胆に市の森林づくり課

を吾野地区に置いてしまう。この地域は飯能市の森林の一番真ん中であると思

う。市役所にいては見えないことも、多分この辺に来るとずいぶん見えてくる

のではないかと思う。相当急いでやらなければならないことだと思う。そうい

ったことも行政の一つの役割として是非考えて欲しい。いい施設だと思う。民

間の力も借りながら、交流人口を増やしていく形はどうしても必要。急激な人

口減の中でやはり人口を維持していくには、外から色々な人が来るような形を

作っていかなければならないと思う。その拠点として是非、旧吾野小学校を活

用できるような方策をこの地域の人たちの意見を聞きながら、市が中心に、民

間の力を取り入れながら使っていくというようなことを是非考えていただき



 たい。

  

 

回 

 

答 

 

　大変貴重なご意見を承りましてありがとうございます。今後のまちづくりの

参考として承っておきます。

  　　企画課の対応状況欄

 令和６年７月１日現在
 【企画課】 

　　山間地である吾野地区においては、土砂災害等のリスクを踏まえ、地区の皆様

にとって避難所の確保について、非常に関心が高いと感じており、令和２年度に

おける公共施設に関するアンケートにおいても、旧吾野小学校の利活用策では、

避難所としての利活用をあげていられる方が多い結果でした。 

そのことから、市といたしましても、今後の利活用を考える中では、非常時に 

は避難所として、また平常時には校庭の開放を前提とした利活用ができるように 

することを前提として考えていく必要があると考えております。 

　　現在、旧吾野小学校は、避難所として利用ができるよう、浄化槽の修繕やトイ 

　レの洋式化などを実施したほか、校庭等につきましては、地区の体育祭や文化祭

などで使用いただいております。 

また、複数の民間事業者等からの跡地利用に関するご提案をいただいており、 

その提案の説明を受けるとともに、学校施設の視察などを受け入れてまいりまし

た。 

跡地利用につきまして、地域の皆様が望む利活用ができるよう、その活用方法 

によって影響が一番大きい、学校が立地する三社上、下自治会の皆様のお声をお

聞きするため、まずは自治会長様との協議から検討を進めております。 

 令和６年１２月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校の校庭等について地区の体育祭などで使用すると同時に、民間事

業者等からの跡地利用に関するご提案を受け、必要に応じて学校施設の視察など

の受け入れを行いました。 

また、自治会連合会吾野支部、吾野地区行政センターとも連携し、旧吾野小学

校の活用方法によって影響が生じ得る学校が立地する周辺の自治会の自治会長

及び関係団体との協議や情報交換を進めました。かねてより、地域の皆様の意見

をお聞きするため準備を進めてまいりましたアンケートにつきましては、市、自

治会連合会吾野支部及び吾野地区まちづくり推進委員会の三者で連携し、吾野地

区にお住まいの皆様を対象に行うこととし、12 月 1 日号の「広報はんのう」に

併せて全戸配布をし、アンケートの回答（令和７年１月１０日締切）をお願いし

たところです。 

後日、アンケートの結果をまとめ、今後の旧吾野小学校の利活用に関する検討、

事務などの参考といたします。 



 
 

 令和 8 年１月１日現在
 【企画課】 

　　旧吾野小学校について、民間事業者からお問い合わせをいただくなど対応して

おりますが、具体化しているものはない状況です。引き続き旧吾野小学校の利活

用に向けて進めてまいります。 



 

 
 

 提案番号４ 令和６年市長と語る！ふれあいミーティング

 
会　　場 吾野地区行政センター

 　日　　時 令和６年４月２２日（月）午後７時～

  

 

提 

 

案 

 

内 

 

容 

 

　旧吾野小学校前でスクールバスを待っている。旧吾野小学校の時計が止まっ

ているため、時刻が分からない。時計を直してほしい。

  

 

 

回 

 

答 

 

 

 

 

早急に直します。 

 教育総務課の対応状況欄

 令和６年７月１日現在
 【教育総務課】 

　　旧吾野小学校の時計につきましては、昨年春にもご指摘をいただき、時刻調整

を行いました。これまでの間、正常に動いておりましたが、ふれあいミーティン

グ開催の数日前、電気点検時の停電の影響により時刻がズレてしまったようで

す。 

４月２３日（火）に早速調整し、正常に動くように直しました。 

　　また、隣接している吾野地区行政センターにも様子を見ていただくよう依頼し

ました。 

 



 

 提案番号５ 令和６年市長と語る！ふれあいミーティング

 
会　　場 吾野地区行政センター

 　日　　時 令和６年４月２２日（月）午後７時～

  

 

 

 

 

提 

 

案 

 

内 

 

容 

 

　現在、南川地区、北川地区の小学校はスクールバスに乗って通学している。

ここに住んでいる中学生をそのスクールバスに混乗できないか。今、北川地区、

南川地区、吾野地区の中学生は１３名いる。北川、南川の２便がこちらから奥

武蔵小学校へ行っているが、このバスの方を確認したところ、結構、空きがあ

る。もし、可能であれば乗せていただきたい。 

梨本地区から奥武蔵小学校、中学校の方に自転車で通っているお子さんがい

る。うちの子どもも、最初は自転車通学を考えていたが、秩父御嶽神社から約

２００ｍほど飯能市街地方向に向かった西武線高架下側が、歩道が全くない区

間が２００ｍくらいある。そこを通らせるのは危険なので自転車通学を辞めさ

せた経緯がある。朝の時間帯は、そこの道路はダンプや車の数も多く、車線が

減少し、危険である。他の保護者もスクールバスに混乗できればいいという話

を耳にしたのでお伝えしたい。 

　最後になるが、新井市長さんはじめ、市役所職員の方にはいつも地域のこと

を考えていただき感謝している。多忙な公務だと思うので、まずは健康を第一

にしていただき、そこから地域のこと、色々なことを見ていただければいいの

かなと思っている。　 

また、これからも吾野地域のことをよろしくお願いしたい。 
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　お気遣いありがとうございます。 

　お話にあった国道 299 号線の歩道がない区間について、非常に危険だとい

うことを私も認識しております。スクールバスに混乗ということですが、これ

については少しお時間をいただいて検討をさせてください。

 交通政策課の対応状況欄

 令和６年７月１日現在
 【交通政策課】 

　　5 月に教育委員会と、市の交通政策課、奥武蔵小学校、奥武蔵中学校の四者で、

奥武蔵小学校スクールバスに関しての現状や、中学生の利用を含めた住民混乗の

今後の方向性、可能性などにつきまして協議を行いました。 

協議の中では、スクールバスはワンマン運行であるため、小学校では、「児童が

安全でスムーズに乗り降りできること」を最優先に、座席指定を行っていること

などを確認いたしました。 

　　また、現スクールバスの正座席は 20 席となっており、現在それぞれのコース

の乗車人数は、東吾野コースが 22 人、南川コースが 19 人、北川コースが 12

人であることから、正座席に余裕があるのは、南川コースで 1 席、北川コースで

8 席のみとなっております。



 より多くの方が利用できるよう、補助席の活用も含め協議・検討しましたが、

仮に中学生が乗車するとした場合、「一部のコース」で、「若干名の生徒」、さらに

「登校のみ利用可能」、という限定したものとなり、生徒全員が登下校で乗車でき

る環境にはございません。このように安全面以外にも、公平性や、安定的・継続

的な運行の観点などの課題も多いことから、現時点においては「スクールバスの

中学生へ利用拡大」につきましては、厳しい状況であると考えております。 

　　本市におきましては、様々な地域資源を活用しながら、交通課題に取り組んで

おります。教育委員会といたしましては、今後も関係機関や関係部署と連携・協

力し、様々な方向性や可能性を研究してまいりますので、ご理解賜りますよう、

お願いいたします。 


